
運
行
体
系
や
経
路
、
便
数
、
時
刻
な
ど
の
見
直
し
に
向
け
て
、

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

も
っ
と
身
近
な

私
た
ち
の〝
バ
ス
〟へ

町
で
は
、
鞍
手
中
学
校
の
開
校
に
合
わ
せ
、
平
成
26
年
10
月
に
、
す
ま
い
る
バ
ス
と

も
や
い
タ
ク
シ
ー
（
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
の
運
行
経
路
や
便
数
、
時
刻
な
ど
を

見
直
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
学
校
生
徒
の
通
学
と
高
齢
者
な
ど
一
般
の
利
用
者
の

移
動
手
段
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
変
更
で
し
た
が
、
４
年
が
経
過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
便
利
で
使
い
や
す
い
、
も
っ
と
身
近
な
私
た

ち
の
“
バ
ス
”
を
目
指
し
て
｜
。
町
で
は
今
、新
た
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

［
こ
れ
ま
で
の
経
緯
］

鞍
手
中
学
校
開
校
を
機
に

す
ま
い
る
バ
ス
を
３
路
線
に

現
在
、
町
の
公
共
交
通
に
は
、

西
鉄
バ
ス
筑
豊
株
式
会
社
が
運

行
す
る
路
線
バ
ス
が
２
路
線
、

町
が
補
助
し
て
運
行
し
て
い
る

す
ま
い
る
バ
ス
が
３
路
線
、
も

や
い
タ
ク
シ
ー
が
２
路
線
あ
り

ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
下
図
参
考
）。

こ
の
交
通
体
系
に
至
る
ま
で

町
で
は
、
平
成
23
年
３
月
に
策

定
し
た
「
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
」
を
は
じ
め
、
大
き

く
４
度
の
見
直
し
と
試
験
運
行

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

運
賃
の
２
０
０
円
均
一
化
や

乗
継
乗
車
券
の
発
行
、
す
ま
い

る
バ
ス
ま
ち
な
か
線
の
導
入
や

町
内
循
環
化
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー

泉
水
線
、
古
門
線
の
新
設
・
休

止
な
ど
、
そ
の
時
々
の
利
用
実

態
や
利
用
者
の
声
に
応
じ
た
見

直
し
を
進
め
て
、
現
在
の
運
行

体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
26
年
10
月
に
は
、

翌
年
４
月
の
鞍
手
中
学
校
開
校

に
向
け
、
大
き
な
見
直
し
を
実

施
。
中
学
生
の
バ
ス
通
学
に
対

応
す
る
た
め
、
す
ま
い
る
バ
ス

み
や
わ
か
線
、
倉
坂
線
、
泉
水

線
の
運
行
経
路
や
時
刻
を
大
幅

に
変
更
し
た
ほ
か
、
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た
中
型
バ
ス
２
台
を
新

た
に
購
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
谷
地
区
と
上
木
月

地
区
な
ど
に
は
、
も
や
い
タ
ク

シ
ー
制
度
を
導
入
。
１
日
往
復

20
便
に
運
行
回
数
を
拡
充
す
る

な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
が
高

ま
り
ま
し
た
。

［
現
在
の
課
題
］

一
般
利
用
者
と
中
学
生

相
反
す
る
利
用
実
態

し
か
し
、
最
後
の
見
直
し
か

ら
４
年
が
経
過
し
、
今
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
い
ま
す
。

鞍
手
中
学
校
の
す
べ
て
の
バ

ス
通
学
対
象
者
は
約
１
６
０
人
。

通
学
時
間
帯
は
、
こ
の
利
用
者

全
員
が
乗
車
で
き
、
始
業
に
間

に
合
う
よ
う
に
便
数
や
時
刻
を

調
整
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

学
校
前
に
バ
ス
停
を
設
置
し
、

路
線
バ
ス
を
含
め
、
す
べ
て
の

バ
ス
が
通
過
す
る
経
路
に
変
更

す
る
な
ど
、
中
学
生
に
寄
り
添
っ

た
運
行
体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
同
じ
バ
ス
を
利
用

す
る
高
齢
者
な
ど
か
ら
は
、「
日

中
や
夕
方
の
便
数
が
少
な
い
」

「
も
っ
と
便
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」「
必
要
な
時
間
に
バ
ス
が
な

い
」
な
ど
現
在
の
運
行
方
法
で

は
満
足
で
き
な
い
と
い
う
声
が
、

多
く
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
の
利
用
者
数

も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
（
平
日
）
の
す
ま
い

る
バ
ス
の
利
用
状
況
を
見
て
み

る
と
、
対
象
者
１
１
０
人
の
う

ち
、
約
25
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
利

用
し
て
い
な
い
と
い
う
結
果
に
。

こ
の
理
由
と
し
て
、「
部
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
居
残
り
す
る

と
利
用
で
き
な
い
」「
保
護
者
が

送
迎
し
て
い
る
」「
自
転
車
が
便

利
」
な
ど
が
あ
り
、
中
学
生
に

と
っ
て
も
利
用
し
づ
ら
い
現
状

が
あ
る
よ
う
で
す
。

［
課
題
改
善
の
た
め
に
］

平
成
31
年
10
月
見
直
し
に

向
け
て
網
計
画
を
策
定

こ
の
よ
う
な
課
題
を
改
善
す

る
た
め
、
町
で
は
「
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
（
網
計
画
）」

を
策
定
し
、
平
成
31
年
10
月
を

目
標
に
、
地
域
公
共
交
通
体
系

を
見
直
し
ま
す
。

現
在
、
平
成
31
年
３
月
ま
で

に
網
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

地
域
の
代
表
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
利
用
実
態
調
査
、
交
通
事

業
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
な
ど
の
地
域
公
共
交
通

は
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人
や

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も

な
ど
交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人

に
と
っ
て
、
利
用
し
や
す
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
、
多
様
な
利
用

者
に
寄
り
添
っ
た
交
通
体
系
の

構
築
、
町
の
公
共
交
通
に
か
か

る
財
政
負
担
の
軽
減
、
交
通
事

業
者
が
抱
え
る
人
材
不
足
の
問

題
な
ど
、
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
同
時
に
改
善
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
持
続
可
能
な
公
共

交
通
体
系
を
構
築
す
る
た
め
、

住
民
代
表
や
学
識
経
験
者
、
交

通
事
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
地

域
公
共
交
通
会
議
で
、
網
計
画

の
策
定
に
向
け
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
。

網
計
画
は
、
平
成
31
年
２
月

上
旬
ま
で
に
案
と
し
て
ま
と
め
、

こ
の
案
に
対
し
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
す
る
予
定
で
す
。

遠賀
川駅

鞍手
車庫直方駅

直方～鞍手
遠賀線
・平日1日53便
・休日1日27便

赤間
営業所

くらじ
の郷直方駅

直方～鞍手
宗像線
・平日1日24便
・休日1日24便

路
線
バ
ス

鞍手駅くらじ
の郷

宮田
バス停

みやわか線
・平日1日17便
・休日1日８便

鞍手駅くらじ
の郷

古門
栄町

倉坂線
・平日1日14便
・休日1日８便

す
ま
い
る
バ
ス

鞍手駅くらじ
の郷

グローバル
アリーナ

泉水線
・平日1日12便
・休日1日８便

鞍手駅くらじ
の郷

長谷
観音

長谷線
・平日1日20便
・休日1日20便

鞍手駅くらじ
の郷古門

上木月線
・平日1日20便
・休日1日20便

も
や
い
タ
ク
シ
ー

鞍手町のバス路線図
［平成 30年 4月 9日現在］

平成２３年１０月 1日～

・すまいるバスに「まちなか線」を新設。
鞍手駅からくらじの郷までの主要施設がある
地域を平日 1日 15往復運行

・西鉄バス西川線（現直方～鞍手～宗像線）を
くらじの郷経由に変更

・古門や長谷、泉水などの公共交通空白地域に、
もやいタクシーを導入

1

平成２４年１０月 1日～

・すまいるバス「まちなか線」を往復運
行から周回運行に変更（倉坂・古門・猪倉ま
わりと泉水・永谷・神崎まわりの２系統）

・すまいるバスの運賃を 200 円均一に

2

平成２５年１０月 1日～

・すまいるバス「まちなか線」を「倉坂
線」と「泉水線」に再編。周回運行から往復
運行に変更

・もやいタクシー「上木月線」を新設。１日往
復 20 便運行に。料金をすまいるバスと同様
に 200 円均一に

3

平成２７年３月２２日～

・鞍手中学校の開校に伴う中学生の通学
のために、すまいるバス「倉坂線」、「泉水線」
に新型車両を導入。運行経路、時刻を大幅に
見直し

・すまいるバス「みやわか線」を通学時間帯の
み２台体制に増便

4

鞍手町地域公共交通
見直しの歩み

 路線名 利用者数
（年）

町の赤字
補助額（年）

利用者補助額
（1 利用者当たり）

町民 1 人当たり
負担額（年）

　長谷線 219人 15万円 685円 9円

　上木月線 1,994人 127万円 637円 78円

計 2,213人 142万円 642円 87円

もやいタクシーは、すまいるバスなどが運
行していない交通空白区域を運行している
ため、利用者は少数に限定されます。また、
もやいタクシーは予約制であるため、利用

者がいなければ運行しません。そのため１
利用者当たりの補助額は高くなりますが町
民１人当たりの年間負担額は87円と、す
まいるバスに比べ少額となっています。

もやいタクシーの利用者数と運行補助額

 路線名 利用者数
（年）

利用者数
（１日当たり） うち中学生 町の赤字

補助額（年）
利用者補助額

（1 利用者当たり）
町民 1 人当たり

負担額（年）
　みやわか線 42,314人 116人 26人 1,391万円 329円 857円

　倉坂線 12,814人 35人 12人 966万円 754円 596円

　泉水線 13,028人 36人 17人 999万円 767円 616円

計 68,156人 187人 55人 3,356万円 492円 2,069円

すまいるバスの１日当たりの平均利用者
は187人。町民全体の約1.2％が利用
している計算になります。また、利用

者の運賃負担は大人１人200円ですが、
そのほかに赤字分を町が１利用者当たり
492円負担しています。これを町民全体

で見てみると、すまいるバス３路線の運
行維持のために、年間１人当たり2,069
円を負担していることになります。

すまいるバスの利用者数と運行補助額 すまいるバス・
もやいタクシーの
利用者数と運行負担額
［平成29年度］

BUS
Data
2017

町民１人当たりの負担額（年）は、平成30年 3月
31日現在の住民基本台帳人口16,219人で算出
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